
障害者職業総合センターにおける
医療・福祉等機関に対する研修
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医療・福祉等の就業支援担当者研修

当機構では、医療・福祉等の関係機関で障害のある方の就業支援

を担当する職員を対象に、職業リハビリテーションに関する知識や

障害者の雇用支援に必要な技術の修得と資質の向上を図るための研

修を実施しています。

グループワーク

講義風景
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就業支援基礎研修

就業支援の基礎作り

就業支援実践研修

アセスメント力と課題解決力の向上
発達障害／精神障害／高次脳機能障害 コース

就業支援スキル向上研修

障害特性に応じた支援スキルの向上
発達障害／精神障害／高次脳機能障害 コース

就業支援
課題別ｾﾐﾅｰ

ステップ１
初めて

担当する方

ステップ２
2年以上
実務経験
のある方

ステップ３
3年以上
実務経験
のある方

全国の地域障害者職業センター

障害者職業総合センター

障害者職業
総合センター

全国１４エリアの地域障害者職業センター

新たな課題やニーズ
に対応した知識・技
術の向上

医療・福祉等の機関で
企業等への就職・定着に向けた就業支援を担当する方

ステップアップ方式の
研修体系となっています
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就業支援基礎研修

対 象：就労移行支援事業所をはじめとした、福祉、教育、医療等の
関係機関において障害のある人たちの就業支援を担当する方

内 容：効果的な職業リハビリテーションを実施するために必要な基礎
的な知識・技術の修得を目的としています
＜カリキュラム＞ ※３日間程度
「就業支援のプロセス」 「障害特性と職業的課題」
「障害者雇用施策」 「労働関係法規の基礎知識」
「就労支援機関の役割と連携」 「ケーススタディ」
「企業における障害者雇用の実際」

実施場所：全国の地域障害者職業センター
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就業支援実践研修

対 象：労働、福祉、医療・保健、教育等の関係機関において、障害の
ある人たちの就業支援を担当している方（２年以上の実践経験
をお持ちの方）

内 容：障害別の修行支援に関する実践力を習得していただく研修です
※障害別の３コースから選択して受講
精神障害コース、発達障害コース、高次脳機能障害コース

<カリキュラム＞ ※１日
「企業へのアプローチ」
「就業支援の実際 ～相談・アセスメント場面における支援
技法の活用」

「ケーススタディ」

実施場所：全国１４エリアで開催（地域障害者職業センター）
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就業支援スキル向上研修

対 象：労働、福祉、医療・保健、教育等の関係機関において３年以上の
実務経験を有する就業支援を担当する方

内 容：障害者職業総合センターにおける研究及び実践の成果を踏まえた
就業支援技術のさらなる向上や、就業支援に必要なヒューマンス
キルの向上等を図るための研修です
※障害別の３コースから選択して受講
精神障害コース、発達障害コース、高次脳機能障害コース

<カリキュラム＞ ※３日間
「職業リハビリテーションにおけるヒューマンスキル」
「職業リハビリテーションに関する調査・研究の最新情報」
「就業支援の実際 ～職業準備性の向上や職場定着に関する支援
技法の活用～」

「ケーススタディ（受講者の支援事例の検討）」

実施場所：障害者職業総合センター（千葉県）
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就業支援課題別セミナー

対 象：労働、福祉、医療・保健、教育等の関係機関において、実務経験
をお持ちの就業支援担当者の方

内 容：新たな課題や支援ニーズに対応した知識・技術の向上を図るため
の研修です
※毎年度、テーマを設定して開催しています（２日間）
平成30年度「精神障害者の職場定着に向けた支援」
令和元年度「高次脳機能障害者の就労支援」
令和２年度「事業主支援」

実施場所：障害者職業総合センター（千葉県）
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職場適応援助者（ジョブコーチ）研修

当機構では、職場適応援助者（ジョブコーチ）に必要となる専門的

知識及び支援技術を修得するための「職場適応援助者養成研修」の

ほか、養成研修終了後もステップアップ方式の研修体系により、

職場適応援助者が継続的に学ぶ機会を提供しています。

＜ジョブコーチの支援内容＞

家族上司・同僚

事 業 主
(管理監督者・人事担当者)

ジョブコーチ

障 害 者

・ 障害の理解に関する社内啓発

・ 障害者との関わり方に関する助言

・ 指導方法に関する助言

・安定した職業生活を送るための家
族の関わり方に関する助言

・障害特性に配慮した雇用管理に関する支援
・配置、職務内容の設定に関する支援

・職務の遂行に関する支援

・職場内のコミュニケーションに関する支援

・体調や生活リズムの管理に関する支援
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支援スキル向上研修修了者
サポート研修

支援スキル向上研修修了
者の困難性の高い支援
の実践ノウハウの習得

全国の地域障害者職業ｾﾝﾀｰ

養成研修修了者
サポート研修

養成研修修了者の困難性の高い
支援の実践ノウハウの習得

職場適応援助者
支援スキル向上研修

ジョブコーチとしての支援スキルの向上

職場適応援助者養成研修

ジョブコーチ支援をする際に必要な知識・技術の修得

障害者職業総合センター・大阪障害者職業センター
全国の地域障害者職業センター

ステップ１
ジョブコーチを
めざす方

ステップ２
ジョブコーチ
の実務経験
のある方

障害者職業総合センター・大阪障害者職業センター

全国の地域障害者職業ｾﾝﾀｰ

ステップアップ方式の研修体系
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職場適応援助者養成研修

対 象：訪問型職場適応援助者または企業在籍型職場適応援助者として
の援助を予定している方等
※訪 問 型・・ 障害者の就労支援を行う法人等に雇用されて

いる方、または同法人の代表者・役員
※企業在籍型・・ 障害者を雇用している／雇用しようとしている

事業主に雇用されている方、または同事業主

内 容：集合研修・・ 職業リハビリテーションの理論、職場適応援助者
の役割、作業指導の実際、ケースから学ぶジョブ
コーチ支援の実際、職場における雇用管理の実際、
支援記録の作成等

実技研修・・ 事業所実習、ケーススタディ等

実施場所：集合研修 → 障害者職業総合センター（千葉県）または
大阪障害者職業センター（大阪府）

実技研修 → 全国の地域障害者職業センター 10



職場適応援助者支援スキル向上研修

対 象：ジョブコーチとして１年以上の実務経験のある訪問型・
企業在籍型職場適応援助者で、経験の浅い職場適応援助
者への指導、職場適応援助者としての支援全体・障害者
雇用管理全般のマネジメントを行うことが予定されてい
る方

内 容：障害者の雇用管理や、精神障害・発達障害者のアセスメ
ントや支援方法、受講者が実施した支援事例のケースス
タディ等 （４日間）

実施場所：障害者職業総合センター（千葉県）または
大阪障害者職業センター
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職場適応援助者養成研修修了者サポート研修

対 象：職場適応援助者養成研修を修了した方

内 容：支援スキル向上研修修了者の困難性の高い支援の実践
ノウハウの修得を目的とした研修
講義・演習またはケーススタディ、意見交換 等

実施場所：全国の地域障害者職業センター

職場適応援助者支援ｽｷﾙ向上研修修了者ｻﾎﾟｰﾄ研修

対 象：職場適応援助者養成研修を修了した方

内 容：養成研修修了者の困難性の高い支援の実践ノウハウの修
得を目的とした研修
講義・演習またはケーススタディ、意見交換 等

実施場所：全国の地域障害者職業センター

12



障害者就業・生活支援センター担当者研修

障害者就業・生活支援センターにおいて、障害者の就業支援に

携わる職員に対し、必要な知識や技術の修得と資質の向上を図る

ための研修を実施しています。
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障害者就業・生活支援センター

就 業 支 援 担 当 者 研 修

対 象：新たに就業支援担当者に就いた方等

内 容：障害特性や事業主支援、地域ネットワーク形成など就業支援担当
者が担う業務に必要な知識及び技術の修得を図るための研修です
＜カリキュラム＞
「障害特性と職業的課題」 「職場における雇用管理の実際」
「障害者雇用対策の概要と支援センターの役割」
「就業支援におけるケースマネージメント」
「職場定着のための取組み」 「ケーススタディ」等

実施場所：障害者職業総合センター（千葉県）
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障害者就業・生活支援センター

主任就業支援担当者研修

対 象：新たに主任就業支援担当者に就いた方等

内 容：センターの業務運営や職員のスーパーバイズなど主任就業支援担
当者として必要な知識及び技術の修得を図るカリキュラム
＜カリキュラム＞
「主任就業支援担当者の役割」
「個別支援計画の策定」
「事業主へのコンサルテーション」
「スーパービジョン」 「ケーススタディ」等

実施場所：障害者職業総合センター（千葉県）
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障害者就業・生活支援センター

就業支援スキル向上研修

対 象：就業支援担当者で、就業支援担当者研修受講後３年以上経過した方
（※受講条件の詳細は当機構HP参照）

内 容：一定程度の経験を有する就業支援担当者の更なる支援スキル向上を
図るカリキュラム。集合研修（前期・後期）と所属施設での取組み
（実践期）を通じて自らの支援の現状を振り返り、実践場面での
課題解決に活かす構成

＜カリキュラム＞
前期 「職業カウンセリングの理論と実践」

「アセスメント技法の理論と実践」 「プレゼンテーション技術」
「雇用促進・継続のための企業に対するアプローチ」 等

実践期 ※テーマに係るレポート作成
後期 「アセスメント技法の理論と実践」

「ケースから学ぶ障害者就業・生活支援センター支援の実際」等

実施場所：障害者職業総合センター（千葉県） 16


